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アトラス株式公開買付応募に関するお知らせ 
 
当社は、当社が保有する株式会社アトラス（以下、「アトラス」）の全株式について、

株式会社インデックス・ホールディングス（以下、「インデックス」）が実施する公開

買付に応募することを決定いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。 
 
記 

 
１．公開買付への応募の理由 

当社は、本年 3 月タカラとトミーが合併しタカラトミーとしてスタートいたしました。

玩具並びに玩具周辺事業へ経営資源を集中することで統合効果を最大化しつつ、企業

価値向上に向けた諸施策を推進中です。今般、インデックスの公開買付けに応募し、

アトラス株式譲渡により獲得する資金をコア事業へ投下すると共に、アトラスへ移管

しておりましたテレビゲーム事業に関する人生ゲーム等の有力なコンテンツによる商

品開発を当社自体で行うことで、ゲームソフト事業を拡大し、事業目標達成へ弾みを

つけようとするものであります。 
一方、当社の筆頭株主であるインデックスがアトラスとの資本関係を強化することが、

インデックスの推進する「グローバル No.1 のインタラクティブ・メディア・カンパニ

ーの実現」という事業戦略及び保有する経営資源と、アトラスの持つゲームやアミュ

ーズメント等の分野でのオリジナルコンテンツを創造する強み等を相互に活用するこ

とにつながり、インデックス並びにアトラスの事業戦略を加速させるものと期待して

おります。また、今後インデックスのグループ会社となるアトラスとは、当社の持つ

オリジナルコンテンツや保有する経営資源の有効活用等を含め、引き続き友好な取引

関係を継続していく方針です。     
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２．アトラスの概要 
 （１） 商号      株式会社アトラス 
 （２） 本店所在地   東京都新宿区神楽坂四丁目 8 番地 
 （３） 代表者     代表取締役社長  猪狩 茂 
 （４） 資本金の額   8,450 百万円 
 （５） 主な事業の内容 家庭用ゲーム関連事業 
             業務用ゲーム関連事業 
             アミューズンメント施設関連事業 
             遊技機関連事業 
              
３．公開買付者の概要 
 （１） 商号      株式会社インデックス・ホールディングス 
 （２） 代表者     代表取締役社長 小川 善美 
 （３） 本店所在地   東京都世田谷区太子堂四丁目 1 番 1 号 
 （４） 主な事業内容  インデックスグループの主な事業領域は下記のとおりです。 
             ①モバイル事業 
             ②エンタテイメント事業 
             ③コマース＆出版事業 
             ④海外事業 
              
 （５） 当社との関係  当社の筆頭株主です。  

当社株式保有比率 19.48％（平成 18 年 3 月 31 日時点） 
                 
３．譲渡の概要 

譲渡前の所有株式数  5,735,000 株 （持株比率 40.91％） 
譲渡予定株式数    5,735,000 株 （持株比率 40.91％） 
譲渡後の所有株式数      0 株 
(注)譲渡予定株式数および譲渡後の所有株式数は、公開買付けへ応募する当社の保有す

る全株式が決済された場合の株式数です。 
 

４．譲渡の日程 
平成 18 年 10 月 30 日  公開買付け開示 
平成 18 年 10 月 31 日  公開買付け開始公告日 
平成 18 年 11 月 20 日   公開買付け期間終了日 
平成 18 年 11 月 29 日   公開買付け決済日 
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５．今後の見通し 
本件株式譲渡により、アトラスは当社の連結子会社から外れることになります。公開

買付けにより応募した全株式を譲渡できた場合には、当社の平成 19 年 3 月決算におい

て、単体決算上は 2.5 億円の株式売却益を、連結決算上は剰余金振り戻し等により 4.2
億円の特別損失を計上する見込みです。 

  なお、平成 19 年 3 月期中間期の当社業績見通しにつきましては現在精査中であり、確  

定次第公表いたします。 
 

 以上 
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